
2018年度以降２年間の社会保険加入対策の方向性（抜粋）

１.地域における優良な取り組み事例の共有

・地域の建設業者が行動基準を採択する「社会保険加入推進地域会議」を全国に展開

２．加入対策のさらなる合理化、適正化

・建設キャリアアップシステムを活用し、加入状況を簡易に把握（試行）

・現場に掲示する施工体系図で未加入企業を見える化

３．未加入企業への対策の強化

・未加入企業に建設業許可、更新を認めない仕組みとすべく、建設業法改正を検討

・民間発注者への周知など誓約書の活用促進

・民間約款改正（加入企業に限定する規定を創設）の検討

４．法定福利費の確保の取り組みの強化

・実態調査を踏まえ、法定福利費を下請けまで行き渡らせるための施策の検討、実施

・立入検査で標準見積書活用や法定福利費の支払い状況の確認

５．継続的な実態把握

・社会保険加入や法定福利費、賃金支払い状況の実態を調査

６．その他

・個人事業所や一人親方など、法令上加入義務のない者への対応策を検討


